
　
青
谷
上
寺
地
遺
跡
で
は
木
器
、
石
器
、

骨
角
器
等
の
製
作
途
中
品
が
出
土
し
て
お

り
、「
も
の
づ
く
り
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
交
易
拠
点
と

し
て
発
展
す
る
う
え
で
大
き
な
意
味
を

持
っ
た
の
は
「
玉
作
り
」
で
あ
る
。
弥
生

時
代
中
期
以
降
、
石
川
県
小
松
市
菩ぼ

提だ
い

産

と
考
え
ら
れ
る
碧へ

き

玉ぎ
ょ
くの
原
石
が
持
ち
込
ま

れ
、「
大だ

い

中な
か

の
湖こ

技
法
」
と
呼
ば
れ
る
作

り
方
で
管く

だ

玉た
ま

製
作
が
行
わ
れ
た
。
北
陸
地

方
か
ら
は
、
翡ひ

翠す
い

（
新
潟
県
糸い

と

魚い

川が
わ

産
）

製
の
勾ま

が

玉た
ま

も
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
時
期
、
北
部
九
州
の
有
力
者
の
墓

で
あ
る
甕か

め

棺か
ん

墓ぼ

に
は
、
北
陸
産
碧
玉
製
の

管
玉
が
多
数
副
葬
さ
れ
て
お
り
、
青
谷
上

寺
地
遺
跡
か
ら
北
部
九
州
へ
運
ば
れ
た
可

能
性
も
充
分
考
え
ら
れ
る
。

　
恐
ら
く
青
谷
上
寺
地
遺
跡
の
弥
生
人

は
、
北
部
九
州
の
有
力
者
層
が
求
め
た
管

玉
と
引
き
換
え
に
、
海
を
越
え
て
も
た
ら

さ
れ
た
貴
重
品
で
あ
る
「
鉄
」
を
手
に
入

れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
弥
生
時
代

中
期
以
降
、
中
国
東
北
部
で
製
作
さ
れ
た

「
鋳

ち
ゅ
う

造ぞ
う

鉄て
っ

斧ぷ

」
が
日
本
列
島
に
流
入
し
、

弥
生
人
は
そ
の
破
片
を
研
い
で
工
具
と
し

て
再
利
用
し
た
。
青
谷
上
寺
地
遺
跡
に
も
、

山
陰
で
最
も
早
い
中
期
前
葉
に
鋳
造
鉄
斧

①
玉
と
鉄
を
巡
る
交
易

勾
まが
玉
たま

玉作り関連資料

砥石

原石

石
いし
鋸
のこ

製作途中品

完成品

①原石等の獲得 ②剥離・分割

③研削 ④穿孔 ⑤仕上げ（研削・研磨） ⑥完成

直方体材

四角柱状材

多角柱状材

石鋸

石針

砥石

青谷上寺地遺跡の管玉の作り方
～大
だい
中
なか
の湖

こ
技法～

石
いし

鋸
のこ

で溝をつけて石を割る「施
せ

溝
こう

分
ぶん

割
かつ

」
によって、原石から直方体材、次いで四
角柱材を作り出し、角を磨き落として管
玉に仕上げる作り方。大

だい

中
なか

の湖
こ

南
みなみ

遺跡（滋
賀県）のほか、北陸～近畿～山陰にかけ
ての広い地域に広まった。青谷上寺地遺
跡は大中の湖技法を用いる最も西の遺跡。

勾玉・管玉とも、穴に糸を通し、首飾りや
腕飾りとして使われた。
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第３章⃝交易とものづくり

片
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
北
陸
と
北
部
九
州
と
の
中
間
に
位
置
す

る
青
谷
上
寺
地
遺
跡
は
、
自
ら
管
玉
生
産

を
行
い
な
が
ら
、
玉
と
鉄
が
東
西
に
行
き

交
う
日
本
海
交
易
の
中
継
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
弥
生
時
代
中
期
に
確
立
し
た
西
か
ら
の

交
易
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
、中
期
後
半
、中
国・

前
漢
で
作
ら
れ
た
星せ

い

雲う
ん

文も
ん

鏡き
ょ
うの
破
片
が
青

谷
上
寺
地
遺
跡
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
ほ
ぼ

正
確
な
四
分
の
一
の
破
片
で
あ
り
、
破
断

面
が
磨
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
意
図
的

に
分
割
さ
れ
破
片
の
状
態
で
使
わ
れ
た

「
破は

鏡き
ょ
う」
と
考
え
ら
れ
る
。
弥
生
時
代
の

星
雲
文
鏡
の
出
土
例
は
北
部
九
州
の
甕
棺

墓
に
集
中
し
て
お
り
、
本
州
で
は
青
谷
上

寺
地
遺
跡
が
唯
一
の
出
土
例
で
あ
る
。

　「
伊い

都と

国こ
く

王
墓
」
と
目
さ
れ
る
三み

雲く
も

南み
な
み

小し
ょ
う

路じ

遺
跡
二
号
甕
棺
墓
（
福
岡
県
糸
島
市
）

か
ら
、
面
径
や
文
様
構
成
が
青
谷
上
寺
地

遺
跡
例
と
酷
似
し
た
星
雲
文
鏡
が
出
土
し

て
い
る
。
想
像
を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
、

海
を
越
え
て
き
た
星
雲
文
鏡
は
伊
都
国
で

分
割
さ
れ
、
青
谷
上
寺
地
の
リ
ー
ダ
ー
に

贈
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
片

の
鏡
片
は
、
交
易
の
担
い
手
と
な
っ
た
有

力
者
ど
う
し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
こ
の
時

期
に
構
築
さ
れ
た
可
能
性
を
物
語
る
。

工具として再利用された鋳造鉄斧の破片
写真一番上の完全な形の鋳造鉄斧は弥生時代後期にもたらされたもの。

 刃の研ぎ出し  刃の研ぎ出し

鋳造鉄斧の再利用法
野島永氏原図

星雲文鏡
紀元前１世紀前半頃に作られた鏡。
直径を復元すると6.9㎝となる。
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